
Designer: 田之上 尚子

言葉を、文字として見たり、耳できいたりして浮かんでくるシーン。

音楽の抑揚や振動から、イメージする一場面 ―。

いつからか、脳裏に浮かんだ薄いベージュの中で漂う情景が

手先ペン先からにじみ出て一枚の絵になりました。

動いているようで、静止している笑っているようで、寂しげである。

人間が　振り向きざまにみせる、複雑なプロフィールのように

儚くも心に残る一瞬を、描いていきたいのです。

そして、観て下さる方が、イメージを膨らませて

お茶をのみながら一息つけるような そんな絵を、

描いていきたいのです。

ファンタジーの世界って

人間の創造を超えたところにしか存在しないと思っていました。

「他の人が、概念として感じる事の出来ない未知の世界」

それがクリエーションだと決めつけていました。

しかし、田之上尚子の絵に出会った時にはじめて

手に触れる事の出来る創造世界を見たのです。

あなたが「かわいい！」といったその言葉が

ファンタジーのドアのカギです。

1人でも多くの方が、その世界の空気を身にまとい

そして暖かさを感じてくれたら嬉しいな。
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